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(54) Title: JOINT CONNECTOR

(54) 発明の名称 ：ジ ョイン トコネクタ

(57) Abstract: The present invention i s provided with: a joint terminal (20)
in which contacts extend from a tabular support-plate part (22) and come into
contact with another terminal; and a resin housing (30) having, formed
therein, a press-fit hole (33) into which the support-plate part (22) o f the
joint terminal (20) i s press fitted. In the press-fit hole (33), a plurality o i ribs
(41), which extend along a direction in which the support-plate part (22) i s

(a) press fitted into the press-fit hole (33), are formed, with a space therebetween
in a direction orthogonal t o the aforementioned press-fitting direction, on f a
cing surfaces (33a) facing front-and-rear surfaces (22a) o f the support-plate
part (22).

(57) 要約： 平板状の支持板部 （2 2 ) か ら相手方端子 と接触
す る コンタク トが延在 され た ジ ョイ ン ト端子 （2 0 ) と、
ジ ョイ ン ト端子 （2 0 ) の支持板部 （2 2 ) が圧入 され る圧
入孔 （3 3 ) が形成 された樹脂製のハ ウジング （3 0 ) と、
を備 え、圧 入孔 （3 3 ) には、支持板部 （2 2 ) の表裏 面
( 2 2 a ) に対向す る対向面 （3 3 a ) に、圧入孔 （3 3 )

への支持板部 （2 2 ) の圧入方向に沿 う複数の リブ （4 1 )
が圧入方向と直交する方向に間隔をあけて形成 されている。
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明 細 書

発明の名称 ：ジョイントコネクタ

技術分野

[0001 ] 本発明は、ハウジング内にジョイント端子を備えたジョイントコネクタに

関する。

背景技術

[0002] 従来より、相手方コネクタに接続されて導通状態を確保するジョイントコ

ネクタとして、樹脂製のハウジング内にジョイン卜端子が圧入されたジョイ

ン卜コネクタがある （例えば、特許文献 1参照）。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：日本国特開平 7 _ 7 3 9 3 8 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] 上記のジョイントコネクタでは、ジョイント端子が圧入されるハウジング

に形成された圧入孔は、その上下の隙間寸法がジョイン卜端子の厚さ寸法と

略同等となるように成形される。圧入孔へ圧入されたジョイント端子は、そ

の表裏面が圧入孔におけるジョイン卜端子と対向する上下の両方の対向面と

面接触されて保持される。

[0005] ところで、ハウジングは、その製造時の誤差によって寸法にばらつきが生

じることがある。そして、ジョイント端子の厚さに対 して圧入孔の上下の隙

間が小さいと、圧入孔の両対向面とジョイン卜端子の表裏面との面接触部分

における摩擦が極めて大きくなる。これにより、ハウジングへジョイント端

子を圧入するために大きな揷入力が必要となり、ジョイン卜端子のハウジン

グへの装着作業性が低下する。また、ジョイント端子の厚さに対 して圧入孔

の上下の隙間が大きいと、ハウジングに装着 したジョイン卜端子ががたつい

たり振れが生じてしまい、相手方コネクタとの嵌合不良や相手方コネクタの



相手方端子との接触不良が生じるおそれがある。

[0006] このように、ジョイントコネクタは、ジョイント端子のハウジングへの良

好な装着作業性を確保しつつジョイント端子のがたつきや振れを抑えるため

に、ハウジングにおける圧入孔の上下の隙間寸法を高精度に管理しなければ

ならなかった。

[0007] 本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ハウ

ジングへのジョイン卜端子の良好な装着作業性を確保しつつジョイン卜端子

をハウジングにがたつきや振れなく支持させることができ、しかも、寸法の

管理の容易化を図ることが可能なジョイントコネクタを提供することにある

課題を解決するための手段
[0008] 前述した目的を達成するために、本発明に係るジョイントコネクタは、下

記 （1 ) 〜 （3 ) を特徴としている。

( ) 平板状の支持板部から相手方端子と接触するコンタク卜が延在さ

れたジョイン卜端子と、

該ジョイン卜端子の前記支持板部が圧入される圧入孔が形成された樹脂製

の ノヽ ウジングと、

を備え、

前記圧入孔には、前記支持板部の表裏面に対向する対向面の少なくとも一

方に、前記圧入孔への前記支持板部の圧入方向に沿う複数のリプが前記圧入

方向と直交する方向に間隔をあけて形成されていること。

( 2 ) 上記 （1 ) の構成のジョイン卜コネクタにおいて、前記リプが前

記圧入孔の前記支持板部の表裏面に対向する対向面の両方に形成されている

こと。

( 3 ) 上記 （1 ) または （2 ) の構成のジョイントコネクタにおいて、

前記圧入孔における隙間寸法が前記支持板部の厚さ寸法よりも僅かに小さく

されていること。

[0009] 上記 （1 ) の構成のジョイントコネクタは、圧入孔における支持板部の表



裏 面 に対 向 す る対 向 面 の 少 な くと も一 方 に、 圧 入 孔 へ の 支 持 板 部 の 圧 入 方 向

に沿 う複 数 の リプが 圧 入 方 向 と直 交 す る方 向 に 間 隔 を あ け て形 成 さ れ て い る

。 この た め 、 圧 入 孔 へ ジ ョイ ン ト端 子 の 支 持 板 部 を圧 入 す る際 に、 支 持 板 部

の表 裏 面 の 少 な くと も一 方 に は、 リブが接 触 す る こ と とな る。 これ らの リブ

は、 圧 入 孔 へ の 支 持 板 部 の 圧 入 方 向 に沿 って形 成 さ れ て い る こ とか ら、 リブ

が 支 持 板 部 の表 裏 面 の 少 な くと も一 方 に対 して 線 接 触 す る こ と とな る。 この

た め 、 支 持 板 部 に対 す る摩 擦 を低 減 させ る こ とが で き る。 また、 リブの 突 出

寸 法 を管 理 して 圧 入 孔 に お け る隙 間 寸 法 を適 正 な 寸 法 とす る こ とで、 極 め て

容 易 に、 圧 入 孔 へ 支 持 板 部 を圧 入 した ジ ョイ ン 卜端 子 を が た つ きや 振 れ な く

ハ ウ ジ ン グ に支 持 させ る こ とが で き る。

上 記 （2 ) の 構 成 の ジ ョイ ン トコ ネ ク タ は、 リプが 圧 入 孔 の 支 持 板 部 の表

裏 面 に対 向 す る対 向 面 の 両 方 に形 成 さ れ て い る。 この た め 、 リブが 支 持 板 部

の表 裏 面 の 両 方 に対 して 線 接 触 す る こ と とな り、 支 持 板 部 に対 す る摩 擦 が さ

らに低 減 さ れ る。

上 記 （3 ) の 構 成 の ジ ョイ ン 卜コ ネ ク タ は、 圧 入 孔 に お け る隙 間 寸 法 が 支

持 板 部 の厚 さ寸 法 よ りも僅 か に小 さ くさ れ て い る。 この た め 、 圧 入 孔 へ 圧 入

さ れ る支 持 板 部 に対 す る摩 擦 を低 減 しつ つ、 圧 入 孔 へ の 支 持 板 部 の 適 度 な 圧

入 力 を確 保 して ジ ョイ ン ト端 子 を確 実 にハ ウ ジ ン グ に支 持 させ る こ とが で き

る。

発 明の効果

[001 0] 本 発 明 に よ れ ば、 ハ ウ ジ ン グへ の ジ ョイ ン 卜端 子 の 良 好 な装 着 作 業 性 を確

保 しつ つ ジ ョイ ン 卜端 子 をハ ウ ジ ン グ に が た つ きや 振 れ な く支 持 させ る こ と

が で き、 しか も、 寸 法 の管 理 の 容 易 化 を 図 る こ とが 可 能 な ジ ョイ ン トコ ネ ク

タ を提 供 で き る。

[001 1] 以 上 、 本 発 明 に つ い て簡 潔 に説 明 した。 更 に、 以 下 に説 明 さ れ る発 明 を実

施 す る た め の形 態 （以 下 、 「実 施 形 態 」 とい う。 ） を添 付 の 図 面 を参 照 して

通 読 す る こ と に よ り、 本 発 明 の 詳 細 は 更 に 明確 化 さ れ る で あ ろ う。

図面 の簡単 な説 明



[001 2] [ 図 1] 図 1 は、本実施形態 に係 るジ ョイン トコネクタを示す正面図である。

[ 図2] 図 2 は、本実施形態 に係 るジ ョイン トコネクタの分解斜視 図である。

[ 図3] 図 3 は、本実施形態 に係 るジ ョイン トコネクタを示す図 1 における A _

A 断面図である。

[ 図4] 図 4 は、本実施形態 に係 るジ ョイン トコネクタを示す図 1 における B _

B 断面図である。

[ 図5] 図 5 は、 ジ ョイン トコネクタを構成 するジ ョイン 卜端子の斜視 図である

[ 図6] 図 6 ( a ) 及び図 6 ( b ) は、 ジ ョイン トコネクタを構成 するジ ョイン

卜端子 を示す図であ って、 図 6 ( a ) は正面図、 図 6 ( b ) は図 6 ( a ) に

おけるC _ C 断面図である。

[ 図7] 図 7 ( a ) か ら図 7 ( c ) は、 ジ ョイン トコネクタを構成 するハ ウジン

グを示す図であ って、 図 7 ( a ) は正面図、 図 7 ( b ) は図 7 ( a ) におけ

る D _ D 断面図、 図 7 ( c ) は図 7 ( a ) における E _ E 断面図である。

[ 図8] 図 8 は、ハ ウジングの圧入孔 を示す、 図 7 ( a ) における F 部拡大図で

ある。

[ 図9] 図 9 ( a ) 及び図 9 ( b ) は、ハ ウジングの圧入孔へのジ ョイン ト端子

の支持板部 の圧入状態 を示す図であ って、 図 9 ( a ) は一部 の水平方向の断

面図、 図 9 ( b ) は一部 の鉛 直方向の断面図である。

[ 図 10] 図 1 0 ( a ) 及び図 1 0 ( b ) は、参考例 に係 るジ ョイン トコネクタ

におけるハ ウジングの圧入孔へのジ ョイン 卜端子の支持板部 の圧入状態 を示

す図であ って、 図 1 0 ( a ) は一部 の水平方向の断面図、 図 1 0 ( b ) は一

部 の鉛 直方向の断面図である。

発明を実施するための形態

[001 3] 以下、本発 明に係 るジ ョイン ト端子の実施 の形態の例 を、 図面 を参照 して

説明する。

[0014] 図 1 は、本実施形態 に係 るジ ョイン トコネクタを示す正面図である。 図 2

は、本実施形態 に係 るジ ョイン 卜コネクタの分解斜視 図である。 図 3 は、本



実施形態 に係 るジ ョイ ン 卜コネクタを示 す図 1 における A _ A 断面 図であ る

。 図 4 は、本実施形態 に係 るジ ョイ ン トコネクタを示 す図 1 における B _ B

断面 図であ る。 図 5 は、 ジ ョイ ン トコネクタを構成 す るジ ョイ ン ト端 子の斜

視 図であ る。 図 6 ( a ) 及び 図 6 ( b ) は、 ジ ョイ ン トコネクタを構成 す る

ジ ョイ ン ト端 子 を示 す図であ って、 図 6 ( a ) は正面 図、 図 6 ( b ) は図 6

( a ) にお ける C _ C 断面 図であ る。 図 7 ( a ) か ら図 7 ( c ) は、 ジ ョイ

ン 卜コネクタを構成 す るハ ウジ ングを示 す図であ って、 図 7 ( a ) は正面 図

、 図 7 ( b ) は図 7 ( a ) にお ける D _ D 断面 図、 図 7 ( c ) は図 7 ( a )

にお ける E — E 断面 図であ る。 図 8 は、ハ ウジ ングの圧入孔 を示 す、 図 7 (

a ) にお ける F 部拡 大図であ る。 図 9 ( a ) 及び 図 9 ( b ) は、 ハ ウジ ング

の圧入孔へ のジ ョイ ン 卜端 子の支持板部 の圧入状態 を示 す図であ って、 図 9

( a ) は一部 の水平方 向の断面 図、 図 9 ( b ) は一部 の鉛 直方 向の断面 図で

あ る。

[001 5] 図 1 か ら図 4 に示 す よ うに、 ジ ョイ ン トコネクタ 1 0 は、 二つのジ ョイ ン

卜端 子 2 0 と、ハ ウジ ング 3 0 とを備 えている。 尚、 図 4 においては、 リブ

4 1 の位置 を表現 す るため ジ ョイ ン ト端 子 2 0 の断面へ のハ ッチ ングを省略

している。

[001 6] この ジ ョイ ン トコネクタ 1 0 は、相手方 コネクタが嵌合接続 され るもので

、相手方 コネクタが嵌合接続 され る ことで、 ジ ョイ ン ト端 子 2 0 が、相手方

コネクタの相手方端 子 と導通 され る。

[001 7] 図 5 及び 図 6 ( a ) 、 図 6 ( b ) に示 す よ うに、 ジ ョイ ン ト端 子 2 0 は、

銅 または銅合金 な どか らな る導 電性 の金属板 をプ レス加工 した もので、 コン

タク 卜2 1 と、支持板部 2 2 とを有 している。 なお、 このジ ョイ ン ト端 子 2

0 は、 その表面 に電気接続性能 の向上 のためのスズ メ ツキを施 すのが好 ま し

い。

[001 8] 支持板部 2 2 は、平板状 に形成 されてお り、 ジ ョイ ン 卜端 子 2 0 の幅方 向

にわた つて設 け られている。 そ して、 この支持板部 2 2 の一方側 に、複数 の

コンタク ト2 1 が形成 されている。



[001 9] コンタク ト2 1 は、相手方 コネクタとの接続時に相手方 コネクタの相手方

端子 と接触するもので、支持板部 2 2 か ら同一方向へ延在され、ジ ョイン ト

端子 2 0 の幅方向に互いに間隔をあけて並列に複数配列されている。

[0020] 支持板部 2 2 は、 コンタク ト2 1 と反対側へ突出する複数の突出板部 2 4

を有 してお り、 これ らの突出板部 2 4 には、その幅方向の中央部分に係止孔

2 5 が形成 されている。それぞれの突出板部 2 4 の両側部 には、係止爪部 2

6 が形成 されている。 この係止爪部 2 6 は、突出板部 2 4 の突出方向と反対

側へ向かって斜めに突出されている。

[0021 ] 図 7 ( a ) 〜図 7 ( c ) に示すように、ハ ウジング 3 0 は、例えば、 ブラ

スチ ック等の合成樹脂か ら成形 されたもので、相手方 コネクタとの接続側 に

、相手方 コネクタが挿 し込 まれる嵌合凹部 3 1 を有する箱状 に形成 されてい

る。 このハ ウジング 3 0 の嵌合凹部 3 1 の開口部 3 1 a と反対側 には、壁部

3 2 が設けられている。

[0022] この壁部 3 2 には、ジ ョイン ト端子 2 0 の支持板部 2 2 が圧入される圧入

孔 3 3 が穿設されている。圧入孔 3 3 は、ハ ウジング 3 0 の幅方向に沿 って

形成 され、上下に間隔をあけて離間 した位置に互いに平行に二つ配列されて

いる。

[0023] 圧入孔 3 3 は、ジ ョイン ト端子 2 0 の突出板部 2 4 に対応する部分に、係

止凹部 3 7 を有 してお り、 これ らの係止凹部 3 7 に、ジ ョイン ト端子 2 0 の

突出板部 2 4 が嵌合 される。 この係止凹部 3 7 には、嵌合 される突出板部 2

4 との対向面に、係止突起 3 8 が形成 されてお り、 この係止突起 3 8 は、嵌

合 される突出板部 2 4 の係止孔 2 5 に入 り込んで突出板部 2 4 を係止する。

[0024] 図 8 に示すように、ハ ウジング 3 0 の圧入孔 3 3 には、 この圧入孔 3 3 に

圧入された支持板部 2 2 の表裏面 2 2 a に対向する上下の対向面 3 3 a の両

方に、複数の突条か らなる リブ4 1 が対向位置に形成 されている。 これ らの

リプ4 1 は、圧入孔 3 3 への支持板部 2 2 の圧入方向に沿 って形成 されてお

り、支持板部 2 2 の圧入方向と直交する方向に間隔をあけて並列されている

。 これ らの リプ4 1 は、係止凹部 3 7 における係止突起 3 8 を挟んだ位置に



二つずつ形成されている。また、圧入孔 3 3 における上下の隙間寸法Gは、

ジョイン 卜端子 2 0 の支持板部 2 2 の厚さ寸法 T よりも僅かに小さくされて

いる。

[0025] 上記のハウジング3 0 において、ジョイン ト端子 2 0 は、ハウジング3 0

の上下のそれぞれの圧入孔 3 3 へ嵌合凹部 3 1 の開口部 3 1 a 側から支持板

部 2 2 を圧入することでハウジング3 0 に組み付けられる。

[0026] このようにジョイン ト端子 2 0 を組み付けると、係止凹部 3 7 に突出板部

2 4 が嵌合されることで、図 9 ( a ) に示すように、突出板部 2 4 の係止爪

部 2 6 が係止凹部 3 7 の側壁 3 7 a に食い込むとともに、図 9 ( b ) に示す

ように、突出板部 2 4 の係止孔 2 5 に係止突起 3 8 が入り込む。これにより

、ジョイン ト端子 2 0 は、圧入孔 3 3 に確実に圧入された状態に維持される

[0027] 上記のように、圧入孔 3 3 にジョイン ト端子 2 0 の支持板部 2 2 を圧入す

ることで、嵌合基準である壁部 3 2 に対 してジョイン 卜端子 2 0 が垂直に支

持され、ジョイン 卜端子 2 0 の複数のコンタク 卜2 1 がハウジング3 0 の嵌

合凹部 3 1 内に配置される。

[0028] また、圧入孔 3 3 へジョイン ト端子 2 0 の支持板部 2 2 を圧入する際に、

支持板部 2 の表裏面 2 2 a には、 リプ4 1 が接触する。これらのリブ4 1

は、圧入孔 3 3 への支持板部 2 2 の圧入方向に沿って形成されていることか

ら、 リブ4 1 は、支持板部 2 2 の表裏面 2 2 a に対 して線接触 （図 9 ( a )

における網目箇所参照）することとなり、支持板部 2 2 に対する摩擦が低減

される。また、圧入孔 3 3 へジョイン ト端子 2 0 の支持板部 2 2 を圧入する

際に、圧入孔 3 3 の上下の対向面 3 3 a に形成されたリプ4 1 がガイ ドとな

つてジョイン 卜端子 2 0 の支持板部 2 2 が円滑に圧入孔 3 3 へ導かれる。

[0029] ここで、図 1 0 ( a ) 及び図 1 0 ( b ) は、参考例に係るジョイン トコネ

クタにおけるハウジングの圧入孔へのジョイン 卜端子の支持板部の圧入状態

を示す図であって、図 1 0 ( a ) は一部の水平方向の断面図、図 1 0 ( b )

は一部の鉛直方向の断面図である。



[0030] 図 1 0 ( a ) 及び図 1 0 ( b ) に示すように、 リブ4 1 が形成 されていな

い圧入孔 3 3 にジ ョイン 卜端子 2 0 の支持板部 2 2 を圧入する場合では、支

持板部 2 2 の表裏面 2 2 a と圧入孔 3 3 の対向面 3 3 a とがそれぞれ面接触

(図 1 0 ( a ) における網 目箇所参照）することとなる。 この場合、支持板

部 2 2 の厚 さ寸法 T に対 して圧入孔 3 3 の対向面 3 3 a の隙間寸法 G が小さ

いと、圧入孔 3 3 の対向面 3 3 a と支持板部 2 2 の表裏面 2 2 a との面接触

部分における摩擦が極めて大 きくなる。 このため、ハ ウジング 3 0 の圧入孔

3 3 へジ ョイン 卜端子 2 0 の支持板部 2 2 を圧入するために大 きな揷入力が

必要 とな り、ジ ョイン 卜端子 2 0 のハ ウジング 3 0 への装着作業性が低下す

る。

[0031 ] また、ジ ョイン ト端子 2 0 の支持板部 2 2 の厚 さ寸法 T に対 して圧入孔 3

3 の対向面 3 3 a の隙間寸法 G が大 きいと、ハ ウジング 3 0 に装着 したジ ョ

イン 卜端子 2 0 ががたついた り振れが生 じて しまい、相手方 コネクタとの嵌

合不良や相手方 コネクタの相手方端子 との接触不良が生 じるおそれがある。

[0032] これに対 して、本実施形態に係るジ ョイン トコネクタ 1 0 によれば、圧入

孔 3 3 における支持板部 2 2 の表裏面 2 2 a に対向する対向面 3 3 a の両方

に、圧入孔 3 3 への支持板部 2 2 の圧入方向に沿 う複数の リプ4 1 が圧入方

向と直交する方向に間隔をあけて形成 されている。 このため、圧入孔 3 3 へ

ジ ョイン 卜端子 2 0 の支持板部 2 2 を圧入する際に、支持板部 2 2 の表裏面

2 a には、 リプ4 1 が接触することとなる。 これ らの リプ4 1 は、圧入孔

3 3 への支持板部 2 2 の圧入方向に沿 って形成 されていることか ら、 リプ4

が支持板部 2 2 の表裏面 2 2 a に対 して線接触することとなるので、支持

板部 2 2 に対する摩擦 を低減させることができる。 また、 リブ4 1 の突出寸

法を管理 して圧入孔 3 3 における隙間寸法 G を適正な寸法 とすることで、極

めて容易に、圧入孔 3 3 へ支持板部 2 2 を圧入 したジ ョイン 卜端子 2 0 をが

たつきや振れな くハ ウジング 3 0 に支持 させることができる。

[0033] また、圧入孔 3 3 における隙間寸法 G が支持板部 2 2 の厚 さ寸法 丁よりも

僅かに小さ くされているので、圧入孔 3 3 へ圧入される支持板部 2 2 に対す



る摩擦を低減 しつつ、圧入孔 3 3 への支持板部 2 2 の適度な圧入力を確保 し

てジョイン 卜端子 2 0 を確実にハウジング3 0 に支持させることができる。

[0034] なお、上記の実施形態では、圧入孔 3 3 における両方の対向面 3 3 a にリ

プ4 1 を形成 したが、圧入孔 3 3 の対向面 3 3 a のいずれか一方にリプ4 1

を形成 しても良い。この場合においても、 リブ4 1 を形成 した対向面 3 3 a

側では、 リブ4 1 が支持板部 2 2 と線接触することとなり、圧入孔 3 3 へ支

持板部 2 2 を圧入する際の摩擦を低減することができ、ハウジング3 0 への

ジョイン 卜端子 2 0 の装着作業の容易化を図ることができる。

[0035] 尚、本発明は、上述 した実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形

、改良、等が可能である。その他、上述 した実施形態における各構成要素の

材質、形状、寸法、数、配置箇所、等は本発明を達成できるものであれば任

意であり、限定されない。

[0036] ここで、上述 した本発明に係るジョイン トコネクタの実施形態の特徴をそ

れぞれ以下 [ 1 ] 〜 [ 3 ] に簡潔に纏めて列記する。

[0037] [ 1 ] 平板状の支持板部 （2 2 ) から相手方端子と接触するコンタク ト （

2 1 ) が延在されたジョイン ト端子 （2 0 ) と、

該ジョイン 卜端子の前記支持板部が圧入される圧入孔 （3 3 ) が形成され

た樹脂製のハウジング （3 0 ) と、

を備え、

前記圧入孔には、前記支持板部の表裏面に対向する対向面の少なくとも一

方に、前記圧入孔への前記支持板部の圧入方向に沿う複数のリブ （4 1 ) が

前記圧入方向と直交する方向に間隔をあけて形成されているジョイン 卜コネ

クタ。

[ 2 ] 前記 リプが前記圧入孔の前記支持板部の表裏面に対向する対向面の

両方に形成されている上記 [ 1 ] に記載のジョイン トコネクタ。

[ 3 ] 前記圧入孔における隙間寸法 （G ) が前記支持板部の厚さ寸法 （T

) よりも僅かに小さくされている上記 [ 1 ] または [ 2 ] に記載のジョイン

卜コネクタ。



[0038] 本発明を詳細にまた特定の実施態様を参照 して説明したが、本発明の精神

と範囲を逸脱することなく様々な変更や修正を加えることができることは当

業者にとって明らかである。

[0039] 本出願は、201 3年5月10日出願の日本特許出願 （特願201 3—100758) に基づ

くものであり、その内容はここに参照として取り込まれる。

産業上の利用可能性

[0040] 本発明によれば、ハウジングへのジョイン 卜端子の良好な装着作業性を確

保 しつつジョイン 卜端子をハウジングにがたつきや振れなく支持させること

ができ、 しかも、寸法の管理の容易化を図ることができる。この効果を奏す

る本発明は、ハウジング内にジョイン 卜端子を備えたジョイン トコネクタに

関 して有用である。

符号の説明

[0041 ] 1 0 ジョイン トコネクタ

2 0 ジョイン ト端子

1 コンタク 卜

支持板部

2 a 表裏面

3 0 ハウジング

3 3 圧入孔

3 3 a 対向面

4 1 リプ

G 隙間寸法

T 厚さ寸法



請求の範囲

[ 請求項 1] 平板状の支持板部か ら相手方端子 と接触する コ ンタク 卜が延在 され

たジ ョイン 卜端子 と、

該ジ ョイン 卜端子の前記支持板部が圧入される圧入孔が形成 された

樹脂製 のハ ウジングと、

を備 え、

前記圧入孔 には、前記支持板部の表裏面 に対向する対向面の少な く

とも一方 に、前記圧入孔への前記支持板部の圧入方向に沿 う複数の リ

プが前記圧入方向 と直交する方向に間隔をあけて形成 されているジ ョ

ィン 卜コネクタ。

[ 請求項 2 ] 前記 リプが前記圧入孔の前記支持板部の表裏面 に対向する対向面の

両方 に形成 されている請求項 1 に記載のジ ョイン 卜コネクタ。

[ 請求項 3 ] 前記圧入孔 における隙間寸法が前記支持板部の厚 さ寸法 よ りも僅か

に小 さ くされている請求項 1 または請求項 2 に記載のジ ョイン トコネ

クタ。
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